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塩塩害害をを抑抑制制ででききるる道道路路用用凍凍結結防防止止剤剤

氷結晶化抑制機能を有するキシロマン
ナン多糖と過冷却促進物質を組み合わせ
た不凍材料を使って、表－1のようにNaCl
と組み合わせた場合の－15℃と-10℃で
の凍結試験を行った。その結果、不凍材
料をNaClと組み合わせることで、凍結を防
止する機能が高まることが分った。
また、凍結防止剤中に金属板を浸漬し、

乾燥と浸漬を繰り返すことで腐食を促進さ
せる金属腐食試験を行った。その結果、不
凍材料：NaCl＝80：20で、金属腐食が少な
い尿素と同等程度に金属腐食を抑制でき
ることが明らかとなった。
このことから、凍結防止性能を維持し、

塩分量を抑制して金属腐食を抑制できる
凍結防止剤の実用化が期待される。

・道路や空港滑走路等の凍結防止、スリップ事故防止

・その他、凍結防止が必要となるものへの応用
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スパイクタイヤの規制によって、道路の凍結防止対策として凍結防止剤が大量に散布され

るようになった。凍結防止剤としては効果が高く安価な塩分系が多く使用されているが、その

影響で、道路橋床板や桁の内部鋼材の腐食事例が顕在化するようになり、鉄筋コンクリート

構造物の寿命を短くしている。そこで、本技術では不凍材料や過冷却促進物質を活用した凍

結防止剤により、道路等の塩害を抑制できる製品の実用化を目指している。

不不凍凍材材料料：：NNaaCCll －－1155℃℃ －－1100℃℃

110000::00 完完全全凍凍結結 完完全全凍凍結結

9977::33 完完全全凍凍結結 不不完完全全凍凍結結

9900::1100 不不完完全全凍凍結結 凍凍結結寸寸前前

8800::2200 凍凍結結ししなないい 凍凍結結ししなないい

表－1 凍結試験結果概要

図－1 金属腐食試験結果
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